
（R３．５．１３）

クロマツ探検隊Ⅰ
私たち朝日庄内森林生態系保全センターは、「みどりの保育

園推進事業」の一環として、西荒瀬保育園（酒田市）の園児
たちと一年を通して、さまざまな森林体験を行っています。
今回はその第二弾として、年長組の園児たちと保育園に隣

接するクロマツ林（国有林）を探検し、野に咲く花やサギの
営巣コロニーなどを観察しました。

当日は探検には絶好のお天
気、みんなで元気に声を出して
クロマツ林に向けて出発。

途中、森の中に咲く野の花を
観察しながら歩きました。
ツルニチニチ ソウ 、 カキ ドオ

シ、アマドコロ、ウラシマソウな
どを見ることができました。
特にウラシマソウの変わった

形に、園児たちは興味津々だっ
たようです。

森の中の植物はきれいなもの
ばかりではありません。
なか には危険な もの も あ り ま

す。今回は、触るとかぶれて非常
なかゆみを伴うこともあるツタウル
シを森の中で発見。
園児たちに見かけても決して触

ったりしないよう注意を呼びかけ
ました。

探検に出発、エイエイ、オー！

森の危険な植物を説明

森の中に咲く野の花を観察



探検隊はさらに進み、クロマツ
の高木につくられたサギの営巣コ
ロニーを観察しました。双眼鏡や
望遠鏡の先の、サギの巣やその
中で育つヒナの姿に歓声があが
りました。
一所懸命に命をつなごうとする

サギの親子の姿に、命の大切さ
を感じてもらえればと思います。

探検も終盤、クロマツ林の中
の畑で、クロマツ林の役割につ
いて園児たちに説明しました。
海から吹く強い風と、それに

より飛ばされてくる砂からクロマ
ツの森が家や畑を守ってくれて
いることを写真を使って説明し
ました。

探検の終わりに、クロマツ林に
咲く野の花を摘み、それ使って、
園児たちは思い思いの万華鏡を
つくりました。
そのいくつかをのぞかせてもら

う と 、園児たちのつ くった小さな
筒の中の世界に、心地よい探検
の余韻 を も ら っ た思いが し ま し
た。

東北森林管理局
朝日庄内森林生態系保全センター

サギの営巣コロニーを観察

クロマツ林の役割について説明

野花で万華鏡をつくる園児たち


